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中央労働災害防止協会 (会長 十倉雅和：日本経済団体連合会会長）は、本

年１０月１９日（水）から２１日（金）まで、福岡市で「第８１回 全国産業安

全衛生大会」「緑十字展２０２２」を開催します。このたびプログラムの詳細が

決定しました。 

 

【第８１回全国産業安全衛生大会】 

１日目の総合集会では、安全衛生に功績のあった方々の表彰、厚生労働省労

働基準局の講演に加え、生物学者／青山学院大学教授の福岡伸一氏による特別

講演「生命を捉えなおす～動的平衡の視点から～」を予定しています。 

 

２日目からは９つの分科会会場で全国の企業・団体等が安全衛生の取り組み

事例を発表します。また、「少子高齢化時代の健康経営を考える～今、企業に求

められるウェルビーイングの追求～」と題したシンポジウム、「製造業安全対策

官民協議会」の成果報告等を行う特別セッションを行います。さらに、㈱安川

電機代表取締役専務執行役員ロボット事業部長の小川昌寛氏、中村学園大学・

短期大学部学長(前九州大学総長)の久保千春氏、宇城市教育長／大津高校サッ

カー部総監督の平岡和徳氏、南極越冬料理人の篠原洋一氏など、各界で活躍の

方々に講演いただきます。安全衛生管理の新しい動きとして関心の高い

「ISO45001 で運用する健康づくり」、「化学物質の自律的な管理に向けて」をテ

ーマにしたパネルディスカッションも行います。 

 

３日間で１４テーマ、約 200 題の豊富なラインアップで安全衛生に関する広

範な情報を提供します。 

なお、本年の開催形式は現地（リアル）開催のみとなります。参加申込者は

開催初日から１７日間、オンデマンド配信限定プログラムが視聴できます（現

地プログラムの配信、中継はありません）。 

 

 
（裏面に続く） 

１０月１９日～２１日 福岡で開催 
「第８１回全国産業安全衛生大会」 

同時開催「緑十字展２０２２」プログラム確定 



【緑十字展２０２２】 

緑十字展は、安全衛生保護具・機器等の総合展示会で、本年は、緑十字展史

上最大の 8,000 ㎡の会場に、過去最多の１８７社に及ぶ企業・団体が出展しま

す。最新の製品・技術・サービスを直接見ることができ、来場者・出展者の情

報交換、ビジネスの場となっています。 

会期中は、主催者企画として、恒例企画の安全衛生保護具体験道場を今年も

日本労働災害防止推進会の協力を得て開催するほか、運転者の「アルコールチ

ェック」義務化の対象拡大により世間でも注目されている交通災害防止、とり

わけ飲酒運転根絶をテーマとした特別企画展「交通災害を防ぐ！飲酒運転撲滅

を目指して」をアルコール検知器協議会、福岡県、TEAM ZERO FUKUOKA の協力を

得て開催いたします。 

また、「九州うまかもんコレクション」と題したキッチンカーコーナーや福岡

物産コーナーを設置し、来場者・出展者の皆さまに福岡開催ならではの憩いの

場を提供します。 

本大会・展示会は、産業界、行政、労働安全衛生関係者等が一堂に会し、労

働災害による犠牲者をこれ以上出さないという決意を新たにする場であり、働

く人の安全や健康、防災等に関する多種多様な情報・ノウハウを共有する機会

となります。大会参加者は約１万人を見込んでいます。 

現地では政府・自治体および展示業界における新型コロナウイルス感染症拡

大予防ガイドラインに従いながら、感染防止対策を徹底して実施します。 

全国産業安全衛生大会の詳細については【別添】をご参照ください。 

（注）中央労働災害防止協会は、昭和 39 年に労働災害防止団体法に基づき設立された団体で、事業主の自

主的な労働災害防止活動を支援するため、「企業の人材の育成」、「安全衛生の専門技術の提供」、「安

全衛生情報の提供」など安全衛生の総合的な事業を行っています。 

※この資料は、厚生労働記者会、厚生労働省労政記者クラブ、厚生日比谷クラブ、自動車産業

記者会、鉄鋼研究会、福岡経済記者クラブに配布しています。

中央労働災害防止協会 教育ゼロ災推進部長 八木 健一 

【取材照会先】 

中央労働災害防止協会  総務部 広報課長  杉田 修康 
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（E-mail） koho@jisha.or.jp 
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